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電化製品の
防汚処理

フジツボ付着抑制
船底塗料

カテーテル表面
のコーティング

太陽電池表面
の防汚処理

水潤滑と人工関節

ガラスやシリコンの他に、ステンレス、アルミナ、チタンなどの金属、ポリエチレン、ポリカーボネート、

ポリ乳酸、ナイロン、ABS樹脂、ポリイミドなどの高分子材料、木材や繊維表面にもポリマーブラシ

を調製でき、表面改質を施すことが可能である。また、シリカ微粒子などの粒子にポリマーブラシを

付与することで分散性や相溶性の向上を図ることができる。

超親水性表面

気泡のつかない表面

水中防汚性 ブラシによる接着

生物模倣表面

海洋性付着生物忌避 微粒子分散
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分野：ナノテク・材料

ポリマーブラシ薄膜による表面改質
防汚・接着・摩擦・親水化
小林 元康 先進工学部 応用化学科 教授

キーワード： 防汚性、親水性、異種材料接着、低摩擦・潤滑表面、海洋生物汚損、生物模倣

表面にポリマーというひも状の分子を密集して生やすと、ブラシ状の薄膜（膜厚100 nm前後）がで

き、これをポリマーブラシという。イオン性基を結合したポリマーブラシの表面は、超親水性を示す

とともに濡れ性が向上し、水中で油汚れをはじいたり（防汚性）、生体適合性を示したり、低い動摩

擦係数を示す（潤滑性）ようになる。また、ブラシ表面同士を貼り合わせると接着し、条件を変えると

剥がすこともできる。このポリマーブラシは様々な分野への応用が期待されている。
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ポリマーブラシ構造
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